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第２ 地下水に係る水質測定計画の策定に当たっての考え方 

    平成 29 年度の地下水に係る水質測定計画は、概況調査、汚染井戸周辺地区調査、

定期モニタリング（継続監視）調査からなる。 

 

１ 概況調査 

県内の全体的な地下水質の状況を把握するために、メッシュ調査及び定点調査を実

施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査地点数（平成 29 年度予定） 

調査機関 愛知県 
国土 
交通省 名古屋市 豊橋市 岡崎市 一宮市 春日井市 豊田市 計 

ﾒｯｼｭ調査 42 - 27 2 6 1 1 14 93 

定点調査 4 5 4 4 1 - - 1 19 

 

(１) メッシュ調査（ローリング方式） 

ア 方法 

未把握の地下水汚染を発見することを目的として、県内を約 5km 及び 10km

メッシュに区分して調査対象メッシュを選定し、各メッシュ内に設置されて

いる井戸の中から、原則として新たな調査井戸を選定し実施する。 

凡例
【概況調査】
ア メッシュ調査
調査地点 ○ 愛知県

△ 名古屋市、豊橋市、
岡崎市、一宮市、
春日井市、豊田市

イ 定点調査
調査地点 ● 愛知県
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イ 測定項目及び測定頻度 

環境基準 28 項目（別紙参照）。アルキル水銀については、総水銀が検出さ

れた場合に測定を行う。各井戸で年 1 回以上実施する。 

なお、水質汚濁に係る人の健康の保護に関する要監視項目に位置づけられ

ている 24 項目（別紙参照）については、調査の必要性等を考慮して、適宜調

査を行うものとする。 

 

(２) 概況調査（定点調査）〈定点方式〉 

ア 方法 

長期的な観点から地下水質の経年的変化を把握するために、県内の代表的

な地点において継続的に実施する。 

イ 測定項目及び測定頻度 

環境基準 28 項目（別紙参照）。アルキル水銀については、総水銀が検出さ

れた場合に測定を行う。各井戸で年 1 回以上実施する。 

なお、水質汚濁に係る人の健康の保護に関する要監視項目に位置づけられ

ている 24 項目（別紙参照）については、調査の必要性等を考慮して、適宜調

査を行うものとする。 

 

２ 汚染井戸周辺地区調査 

(１) 方法 

概況調査及び事業者からの報告等により、環境基準項目の基準値超過が新た

に判明した汚染について、汚染範囲の確認等を目的として、汚染井戸周辺の地

下水質調査及び事業場等の調査を実施する。 

(２) 測定項目及び測定頻度 

環境基準超過項目等。発端井戸（概況調査において判明した場合）及び周辺

井戸において実施する。 

 

３ 定期モニタリング（継続監視）調査 

(１) 方法 

概況調査及び事業者からの報告等により、これまでに環境基準項目の基準値

超過が判明した汚染について継続的な監視をするために、現在継続中の調査地

点及び平成 28 年度に新たに判明した汚染地域において選定した地点で実施す

る。なお、原則として調査地点の全ての井戸で２年以上継続して環境基準値以

下であったことを確認した地点については調査を終了する。 

(２) 測定項目及び測定頻度 

環境基準超過項目等。各井戸で年 1 回以上実施する。 


